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Abstract

We installed the hdar system at Ny-Aalesund Svalbard, Norway in September 1993 and has performed the

observation of Polar stratospheric clouds every winter season since January 1994. Last winter, lidar observation

was carried out from December 1997 to March 1998. The stratospheric winter 1997/98 was warmer than four

fomer winters. We could detected a few PSC echo only m mid January, 1998.

We will report the result of lidar observation in the winter 1997/98 and discuss PSCs formation process to use

backtrajectory analysis of airmass including PSC particles.

極成層圏雲(PSCs)は､その粒子表面での不均一反応によりオゾン層破壊の触媒的な役割を担
っているという点で非常に重要であると考えられている｡近年の室内実験や野外観測等のデータ
に基づいて､ PSC粒子の組成や成分等については,三水和硝酸(NAT),二水和硝酸(NAD)､ Ternary
solutuion(H20/払SO4/HNOs)等､徐々に明らかになってきているが,生成のメカニズムや脱塵過程
などについてはまだ不明な点が多い｡
福岡大学と名古屋大学が合間で､ PSCsやアークティツタへイズ等を含めた北極大気エアロゾ

ルを観測するために､ 1 9 9 3年9月にノルウェイ､スバルバール島ニーオルセン(79o N,12o E)
にライダー観測基地を設置し､ 1994年1月以降､毎年冬季観測を行っている｡ 5回目となる
今回のキャンペーンは､ 1 2月1 3日から3月10巨は帰すて実施された｡今冬の成層圏は例年に
なく暖かく､極渦の形成も弱く､ニーオルセン上空でもpscはほとんど検出されなかった｡ psc
らしいエコーが検出されたのは, 1月21日から23日にかけての3日間であった｡
本発表では､対流圏観測も含めた1 9 9 7/9 8年冬季ライダー観測結果の速報､及び過去5

年間に検出したpscについて気象庁の客観解析データを用いてバックトラジェクトリー解析を
行い､その空気塊の温度履歴から粒子生成のメカニズムについて議論する｡

図1は､ 1997/98冬季に検出したpscの代表的なプロファイルである｡高度2 1-23 kmに
pscを検出している｡
また､図2には1996年1月17日に検出したpscについての等温位面464Kでのバックトラ
ジェクトリー解析を行い､上から空気塊の温度､高度の時間変化を示し､観測プロファイルを示
している｡空気塊は､約2 0時間前から急激に冷却し､散乱比が大きく(Rmax=3.3)､変更解消度
の小さな球形pscを検出しているのが分かる｡これは､急激な冷却により高い過飽和になり､
より多くの硫酸粒子を核にして小さな粒子が生成されたためではないかと考えられる｡
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